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要旨
平成23年度から同25年度に和洋女子大学教育振興支援助成を受け、農業体験を通して家政学群学生の
学びを促進した。体験実習にあたり、学外の農業従事者、自治体（長野県立科町、千葉県市川市、千葉県
神崎町）の農業担当職員や農業委員、JA職員、農業に関するNPO法人スタッフ、静岡大学、千葉大学の
関係者など、様々な地域の方々と交流し、指導されて実践した農業体験により、学生はコミュニケーショ
ン能力や連携力を身につけた。また、農作物や花を育てる方法を学び、食べ物や花を育てることは生きて
いる植物を自然と共生しながら育てることであることを認識し、農業の大変さと喜びも体験した。学内で
は農業ファッション制作の活動も行い、農業する女性のための作業服づくりを初めて体験し、専門技術の
修得にも繋げた。また、収穫物から加工食品を開発、販売する活動も行い、地域の人たちから高い評価を
受けた。現場での作業体験は学生同士や教員と学生間の協力や協調の体験となり、同時に様々な活動体験
から実践力、判断力などの育成に繋がった。これらの農業体験を通して実施した実践的学習は、家政学を
学ぶ学生に大きな刺激と成長をもたらしたと考える。本稿では本取り組みにおける家政学群学生の学びの
内容と学生の様子について報告した。
キーワード：農業体験（agricultural experience）、PDCAサイクル（PDCA-cycle）、
　　　　　　実践的学習（practical study）、家政学（Study of Human Ecology）
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はじめに
家政学は理論と実践の調和が必要であり、学習したことを生活や仕事にどのように応用するかが問われ
る実践的な学問領域である。家政学群学生の学士力を高めるためには知識や技能の教育に加え、生活や仕
事の場面における実践力を高める教育が不可欠である。実践力とは、もの事を押し進める能力のことであ
り、基礎教養や家政学の専門知識を基礎とし、着想力、計画力、実行力、継続力、解決力、応用力などを
バランスよく持ち、発揮する能力である。これらの能力を修得するには、座学だけでなく、もの事を実際
に推し進める中で学ぶ体験教育が必要である。
平成23年度から同25年度の本学の教育振興支援助成を受けて実施した農業体験による学生教育活動の
取り組みでは、もの事を実際に推し進める学習の場として、PDCA（Plan-Do-Check-Action）サイクルを
学生自身が体感できる農業体験を取り上げ、家政学群での教育プログラムの中に実習・演習科目を置き、
地域と農家及び農学部を有する大学など学外各所の協力を得て、作物づくりの計画、栽培、収穫、加工ま
でを学生が実践し、それぞれの場で直面する課題を解決しながら実践力や判断力を習得することを目指し
た。本稿では､ 授業以外にも自主的に活動した学生の農業体験や、農業ファッション制作などへと当初の
計画を超えて展開された3年間の取り組みである「平成23 ～ 25年度和洋女子大学教育振興支援助成「農
業体験学習事業（プロジェクトリンク型授業の展開）」、通称「家政学群農業体験プロジェクト」の内容と
学生の学びの様子を報告する。
　
活動内容と学生の様子
３年間で実践した農業体験プログラムは 8 つ、体験を実施した授業は 2 科目（健康栄養学類：体験学習
（農業体験）、生活環境学類：生活環境演習Ⅱ）と卒論2課題、収穫物による連携授業は 2 科目（健康栄養
学類：給食管理実習、食品加工学実験・実習）、出向いた農場（地域）は 5 箇所（静岡県藤枝市、長野県
立科町、千葉県千葉市、千葉県神崎町、千葉県市川市）、ご指導いただいた生産農家 3 カ所、サポートい
ただいた大学は国立大学の２大学（静岡大学、千葉大学）、参加した学生の延べ人数は461名であった。
表１にプログラムの概略を示した。
家政学群では平成23年度以前より農業体験の活動を実施しており、教育振興支援の助成を受けて活動
の拡大を計画したが、初年度は3月の東日本大震災の影響で学外での活動が自粛されたこともあった。初
年度は 3 プログラム（健康栄養学類の長野県立科町（りんご・レタス）、生活環境学類の静岡大学（みかん・
茶）、自主活動の千葉県神崎町（米・大豆））のみを実施した。平成24年度には地元市川市と市内農園の
協力を得てスタートした「さつまいも栽培」「さつまいもスイーツ開発」、市川市の「ガーデニングいちか
わ」に参加した「ガーデニングわよう」の学内での花の栽培、服飾造形学類学生による機能的でファッショ
ナブルな女性のための農業服制作の「農業ファッションプロジェクト」をスタートさせ、さらに平成25
年度には、健康栄養学類の卒業論文で「りんごジャム」の企画と製品化に取り組み、合計８プログラムが
運営された。
各プログラムには、担当教員が数名ずつ配置された他、その運営には助手・実験助手ならびに本学大学
院総合生活研究科大学院生も重要な役割を担った。参加者の募集は、新入生にはオリエンテーション時に
リーフレットの配布を行い、「家政学群農業体験プロジェクト」と銘打った学内ポスター（図１）などで
も自主活動への参加を呼びかけた。農業ファッションや卒業論文での企画については担当教員が授業や説
明会などを通して上級学年の学生に説明した。
教育振興支援助成を受けて学生の体験場所までの交通費が助成金負担となったことや、学園祭（里見祭）
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で毎年プロジェクトとして出展して活動の様子を発表し（図２）、「農業ファッションプロジェクト」の作
品発表や、「さつまいもスイーツ」「りんごジャム」の販売、学生が開発したレシピ配布などを実施し、学
生の活動がホームページやオープンキャンパスで紹介されたことなどからプロジェクトの認知度も上が
り、学生の参加人数は2年目、3年目に大幅に増加した。
表１　家政学群農業体験プログラムの概略（平成23 ～ 25年度）
プログラム 
番号 授業科目 実習場所 農園と栽培作物／実習内容 連　　携 参加学生数 担当教員
1 健康栄養学類 体験学習（農業体験） 長野県立科町
生産農家
荻原農園　りんご
依田農園　レタス　白菜　長いも
立科町農林課 
任意団体すずらん会 
JA 佐久浅間
平成 23 年度　10 名 
平成 24 年度　11 名 
平成 25 年度　14 名
中島　肇 
本三保子 
湊久美子
2 健康栄養学類 卒業論文
千葉大学 
食品加工場
立科町で育成したりんごを
用いて卒論で企画した
「りんごジャム」づくり
平成 25 年度里見祭で販売
千葉大学 
環境健康フィールド 
科学センター
平成 25 年度　卒論生　8 名 
立科町体験学生　10 名 本三保子
3
生活環境学類 
生活環境演習Ⅱ 
卒業論文
静岡県藤枝市 
千葉県内 
佐倉セミナーハウス
静岡大学農場　みかん・茶
千葉県内 NPO 農場　 トマト・
芋・米
佐倉セミナーハウス敷地内　茶
静岡大学農学部 
地域フィールド科学教育 
研究センター 
NPO 法人 chi-raku
平成 23 年度　16 名 
平成 24 年度　12 名 
平成 25 年度　26 名 
 
千葉　3 年間で 39 名
岸田宏司 
岡本由希
4 自主活動 家政学群学生 千葉県神崎町
齋藤管理
不耕起栽培実験農場　米・大豆
千葉県神崎町 
農業委員会
平成 23 年度　3 名 
平成 24 年度　20 名 
平成 25 年度　18 名
齋藤正貴 
湊久美子 
中島　肇
5 自主活動 家政学群学生
千葉県市川市 
学内
生産農家
鈴木農園　さつまいも 市川市農政課
平成 24 年度　38 名 
平成 25 年度　20 名
大河原悦子 
松井幾子
6 自主活動 家政学群学生 学内
市川市で栽培したさつまい
もを利用した「さつまいも
スイーツ」の開発
平成 24・25 年度里見祭で販売
－ 平成 24 年度　32 名 大河原悦子 松井幾子
7 自主活動 全学学生 学内
花壇等　花づくり　
マリーゴールド　サルビア
ミニひまわり　パンジー
ビオラ　マーガレット
ブルーサルビア　
市川市ガーデニング課 
市川市民
平成 24 年度　37 名 
平成 25 年度　12 名
藤澤由美子 
代谷陽子
8 自主活動 服飾造形学類学生 学内
農業服の企画作成
機能的でファッショナブル
な女性の農業服の開発
市川市農政課 
市川市農家
平成 24 年度　80 名 
平成 25 年度　40 名
谷　要 
嶋根歌子 
向井加寿子 
布臺　博 
長嶋直子 
榎本春榮 
羽生京子 
伊藤瑞香
連携
健康栄養学類 
給食管理実習 学内
千葉県神崎町で育成した米
を実習の給食づくりに利用
精米～炊飯
－ － 登坂三紀夫
健康栄養学類 
食品加工学実験・実習 学内
千葉県神崎町で育成した大
豆を実習の豆腐づくりに利用 － －
中島　肇 
大野信子
農作物の栽培・収穫・加工。地域の方と交流を深めながら、家政学で学んだ知識を実践に生かす体験型プログラムで
す。このほかにも、生活環境学類では、静岡県藤枝で茶摘やみかんの栽培、健康栄養学類では、長野県立科町でりん
ご、レタス、長いもの栽培をする実習があります。
地域の障害者団体の お米は収穫し、実習給食で使用します。
方々と一緒にトマトを栽
培し、トマトソースに加工
します。農作業を通じて
障害者支援について考
えます。
また、育てた大豆を使って、豆腐や味
噌作りにチャレンジ！
種から育てた食材を使って調理してみ
よう！
市川市民の方と、
さつまいも作り
花の栽培をして、
学内を飾りましょう。。
販売のお手伝いや、
さつまいもを使ったスイーツ
作りにも挑戦します。
お花屋さんで目にする花は、
どのような過程を経てきれいに
咲くのでしょうか？
地域の方々と一緒に栽培します。農業をするにあたって、機能的で、
素敵なファッションを考案していく予定。
　　図１　家政学群農業体験プログラム（自主活動）の
　　　　　学内掲示ポスター
図２　里見祭ポスター用　アイコン
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表２に、各プログラムの実習内容と学生の感想の抜粋
ならびに教員のコメントを示した。この表に示した内容
は主に最終年度の平成25年度の様子であるが、「市川市
で育成したさつまいもを利用したスイーツの開発」につ
いては主に平成24年度に学生が活動したのでその内容
を示した。学生の感想から、当初の目標通りに本プログ
ラムへの参加を通して学生には様々な学習効果が得られ
ていたことがうかがわれた。
学生が農業体験学習を通して感じ、考えたことは「初
めての体験」「発見」「感動」「喜び」「達成感」「食べ物
の大切さ」「食べ物は生き物であること」「食べ物のおい
しさ」「農作業の大変さ」「農業従事者への感謝」「自然
との共生」「嬉しい」「楽しい」「自信がついた」「仲間と
の連携」「世代を超えた地域の人たちとの交流」「他学年・
他学類の学生との交流」「教員との交流」であった。
農場での体験学習すなわち農作業の実質的な指導は連
携した地域の生産農家や農学の専門家であり、本学教員
の役割は地域との連携・企画・引率などのマネジメント
役で、現場での体験では学生とともに専門家に教えても
らいながら参加した。PDCAサイクルの学びの場として
「農業体験」を取り上げて成功した理由の１つにこの点
が挙げられる。学生も教員も大学の外で「初めての体験」
に同等の立場で取り組み、大学内での教える－教えられ
る関係を払拭して交流することができた。その周りには
豊かな自然環境やおいしい食べ物があって、重労働の経
験や天候に左右される作業、計画通りに育たない生き物
としての農作物、地域の人や環境との交流など、共有で
きる感情や協働する仲間意識などが学生と教員の間に生
まれた。教員は学生を指導するのではなくまさに支援す
る立場で関わることができ、学生の自主的な学びの成就
へと繋がったと考えられる。また、自主的な学びに繋がっ
た別の理由に、単に農場で指導された農作業を実習する
だけでなく、収穫物から加工品を企画考案し、レシピ作
成、試作、商品化へと繋げた活動が功を奏したと考えら
れる。この過程の中で学生は外部指導者や教員のサポー
トを受けながら、試行錯誤を繰り返し、PDCAサイクル
を実体験した。
一方で、服飾造形学類学生が参加して学内で取り組ん
だ「農業ファッションプロジェクト」では、通常の授業
写真 1
長野県立科町
りんご　玉まわし
写真 2
長野県立科町　
白菜　追肥
写真 3
長野県立科町　
レタス
マルチシート剥がし
写真 4
静岡大学農場　
みかん　摘果
写真 5
静岡大学農場　
みかん　選果
写真 6
静岡大学農場　
茶　茶摘み
写真 7
静岡大学農場　
茶　深耕
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で実習している「自分の服作り」から「農業をする女性
のための作業服作り」へと学生は新しい視点での衣制作
を体験し、そのための専門的な知識や技術を専門教員か
ら学ぶ機会を得ることができた。学生は教員の専門的な
教育指導により服作りの専門力をレベルアップすること
ができ、それを学生自身がよく実感していた。服作り
に「機能性」と「ファッション性」を両立させる難しさ
を体験した。また、これまで主に個人で服作りに取り組
んでいたのに対して「グループワーク」を取り入れたこ
とにより学生間の協働作業が行われ、よりよい服作りの
ためのディスカッションやコミュニケーションの経験と
なった。
重労働や根気のいる作業、難しい作業への取り組みで
は、仲間との協力、協調が大切であること、教員や地域
の方の励ましなどが最後までやり抜く力となったことな
どを感じており、多くの学生が感想で取り上げていた。
また、このような体験から多くの学生が「達成感」「喜び」
「自信」に繋がったことを述べていた。さらに、自身が
感じるだけでなく、他の学生にも体験してほしい、この
経験を誰かに知らせたい、など今回の自身の体験を「次
に繋げていきたい」と考えている様子も見られた。体得
した「もの事を推し進めていく力」を、「自分以外の人
に波及させたい」という考えは、将来の仕事や家族生活
などに今回の学びが活用される可能性を予想させる。家
庭科教員、衣料管理士、栄養士・管理栄養士、社会福祉
士などの専門職をはじめ、日々の食生活、家族や地域社
会との交流、子育てや介護などのあらゆる生活の場で、
体験を通して学んだことが活用、応用されることが期待
される。さらに、次回も参加したい、作物の今後の生長
が楽しみなど、継続性をもって作物の生長を見守りなが
ら最後まで参加する学生や、毎年参加する学生もあり、
自主活動においても単発の体験参加で終わらずに、先を
見通す思考や、自分の活動に最後まで責任を持つ行動な
ど、学びの継続性についても一部の学生ではあるがよい
兆候が見られた。生長する作物を通して学ぶ農業体験プ
ログラムの特徴であったと考えられる。
注：数値は人数、（ 　）内は男女別の人数比である。男女の各年代の割合が10.0％以上の箇所を網掛けした。
写真 8
千葉県神崎町
米　田植え
写真 9
千葉県神崎町
米　稲刈り
写真 10
千葉県市川市
さつまいも
いも掘り
さつまいもスイーツ
写真 11
千葉大学
りんごジャムづくり
写真 12
学内花壇
花づくり
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、
お
よ
び
教
員
の
コ
メ
ン
ト
（
そ
の
１
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
番
号
主
な
実
習
内
容
学
生
の
感
想
よ
り
教
員
の
コ
メ
ン
ト
1
実
習
指
導
：
荻
原
農
園
、
依
田
農
園
5/
18
　
荻
原
農
園
 
り
ん
ご
の
摘
果
作
業
 
　
　
　
　
　
 花
が
終
わ
っ
た
後
の
小
さ
な
実
を
摘
む
手
作
業
5/
19
　
依
田
農
園
　
 レ
タ
ス
の
収
穫
　
レ
タ
ス
を
切
る
　
洗
う
　
箱
詰
め
　
運
ぶ
 
　
　
　
　
　
長
い
も
畑
の
ネ
ッ
ト
張
り
9/
9
 
荻
原
農
園
　
 り
ん
ご
の
葉
摘
み
　
玉
ま
わ
し
 
　
　
　
　
　
 り
ん
ご
に
均
等
に
太
陽
の
光
を
浴
び
さ
せ
る
た
め
の
手
作
業
9/
10
　
依
田
農
園
　
 レ
タ
ス
の
収
穫
　
レ
タ
ス
収
穫
後
畑
の
マ
ル
チ
シ
ー
ト
剥
が
し
 
　
　
　
　
　
白
菜
畑
の
追
肥
 
 JA
佐
久
浅
間
の
見
学
　
収
穫
さ
れ
た
作
物
の
保
冷
か
ら
出
荷
の
過
程
9/
11
　
 町
役
場
の
職
員
さ
ん
、
す
ず
ら
ん
会
の
皆
様
の
案
内
に
よ
り
町
内
見
学
 
立
科
町
の
見
学
　
霧
ヶ
峰
、
立
科
町
水
源
を
見
学
 
昼
食
は
耕
福
館
で
ほ
う
と
う
作
り
と
試
食
　
芦
田
宿
付
近
の
散
策
実
習
の
様
子
を
里
見
祭
（
11
月
）
で
ポ
ス
タ
ー
展
示
発
表
し
た
。
長
い
も
、
レ
タ
ス
の
レ
シ
ピ
を
作
成
し
て
立
科
町
に
提
供
し
、
里
見
祭
で
も
配
布
し
た
。
・
農
家
の
方
の
「
お
い
し
い
も
の
を
つ
く
る
」
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
、
自
信
、
熱
意
、
愛
情
を
感
じ
た
。
・
農
作
業
の
大
変
さ
、
苦
労
、
あ
り
が
た
み
を
実
感
し
た
。
・
普
段
食
べ
て
い
る
物
が
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
、
安
全
な
食
べ
物
な
の
か
な
ど
を
考
え
た
。
・
新
鮮
で
安
全
な
食
べ
物
は
農
家
と
JA
の
お
か
げ
と
思
っ
た
。
・「
後
の
仕
事
の
こ
と
を
考
え
て
作
業
す
る
」
と
い
う
仕
事
の
段
取
り
に
つ
い
て
指
導
さ
れ
た
。
・
生
産
者
は
消
費
者
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
、
気
遣
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
・
こ
れ
か
ら
栄
養
学
を
学
び
「
食
べ
る
」
こ
と
を
伝
え
た
い
。
・
野
菜
や
果
物
を
大
切
に
食
べ
た
い
と
思
っ
た
。
・
立
科
町
は
歴
史
豊
か
、自
然
豊
か
、空
気
、水
が
き
れ
い
、星
が
き
れ
い
で
す
ば
ら
し
い
。
・
農
業
に
は
機
械
に
頼
れ
な
い
人
の
力
、
忍
耐
力
、
体
力
が
必
要
で
あ
る
。
・
5
月
に
花
だ
っ
た
り
ん
ご
が
9
月
に
は
実
っ
て
い
て
感
動
し
た
。
学
生
は
体
験
に
ま
じ
め
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
一
生
懸
命
働
い
た
。
重
労
働
や
根
気
の
い
る
作
業
に
も
仲
間
と
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
前
向
き
に
取
り
組
ん
だ
。
初
め
て
農
業
を
体
験
し
、
農
家
さ
ん
の
熱
意
や
プ
ラ
イ
ド
を
十
分
に
感
じ
て
い
た
。
農
作
物
の
病
気
や
農
薬
の
使
用
方
法
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
に
つ
い
て
も
、
農
家
さ
ん
に
丁
寧
に
説
明
し
て
頂
い
た
の
で
学
生
達
は
現
状
を
き
ち
ん
と
理
解
で
き
た
と
考
え
る
。
立
科
町
で
の
宿
泊
を
伴
う
滞
在
に
つ
い
て
も
、
自
然
や
町
の
人
た
ち
と
の
交
流
な
ど
、
日
常
と
は
異
な
る
環
境
で
の
数
日
間
を
満
喫
し
な
が
ら
の
体
験
学
習
が
で
き
た
。
2
【
製
造
：
10
月
】
健
康
栄
養
学
類
農
業
体
験
で
指
導
頂
い
て
い
る
荻
原
農
園
で
収
穫
さ
れ
た
り
ん
ご
と
生
活
環
境
学
類
生
活
環
境
実
習
Ⅱ
で
摘
果
さ
れ
た
み
か
ん
汁
を
用
い
て
ジ
ャ
ム
を
製
造
し
た
。
ジ
ャ
ム
は
、
り
ん
ご
ジ
ャ
ム
と
ア
ッ
プ
ル
テ
ィ
ー
ジ
ャ
ム
の
2
種
類
を
健
康
栄
養
学
類
卒
業
論
文
で
試
作
・
考
案
し
た
。
ジ
ャ
ム
製
造
は
、
食
品
衛
生
許
可
証
取
得
施
設
で
あ
る
千
葉
大
学
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
内
の
加
工
実
習
棟
に
て
、
千
葉
大
学
の
教
員
お
よ
び
技
術
専
門
員
の
指
導
の
も
と
実
施
し
た
。
作
業
は
、
14
0k
g
の
り
ん
ご
の
皮
む
き
・
芯
取
り
に
始
ま
り
、
ク
ラ
ッ
シ
ュ
→
煮
つ
け
→
味
付
け
→
充
填
→
殺
菌
・
脱
気
の
順
に
進
み
、り
ん
ご
ジ
ャ
ム
27
0
瓶
お
よ
び
ア
ッ
プ
ル
テ
ィ
ー
ジ
ャ
ム
25
0
瓶
（
い
ず
れ
も
内
容
量
19
0g
）
を
製
造
し
た
。
【
販
売
：
11
月
】
健
康
栄
養
学
類
卒
業
論
文
で
ラ
ベ
ル
お
よ
び
キ
ャ
ッ
プ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
考
案
し
、
販
売
品
を
完
成
さ
せ
た
。
完
成
品
は
、
大
学
祭
で
販
売
し
、
2
日
間
で
完
売
し
た
。
・
52
0
瓶
の
ジ
ャ
ム
製
造
は
大
変
だ
っ
た
が
、
作
業
終
了
後
に
は
達
成
感
を
感
じ
た
。
・
ジ
ャ
ム
製
造
の
際
、
他
大
学
の
先
生
の
お
話
し
が
聞
け
て
新
鮮
で
あ
っ
た
。
・
製
造
後
に
試
食
し
た
ジ
ャ
ム
は
、
本
当
に
美
味
し
か
っ
た
。
・
ジ
ャ
ム
の
購
入
者
か
ら
「
美
味
し
か
っ
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
い
う
れ
し
く
思
っ
た
。
2
種
類
合
わ
せ
て
52
0
瓶
の
製
造
は
大
変
で
あ
っ
た
が
、学
生
は
朝
か
ら
夕
方
ま
で
し
っ
か
り
働
い
て
い
た
。
千
葉
大
学
の
先
生
方
か
ら
の
指
導
に
対
し
て
も
真
面
目
に
応
対
し
て
よ
い
交
流
が
で
き
た
。
ま
た
、
里
見
祭
で
の
販
売
も
地
域
の
方
を
含
む
購
入
者
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
。
製
造
か
ら
価
格
設
定
、
販
売
ま
で
体
験
で
き
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
。
3
静
岡
　
茶
＆
み
か
ん
実
習
【
実
習
指
導
】
静
岡
大
学
農
学
部
 森
田
明
雄
先
生
、
稲
垣
栄
洋
先
生
、
浅
井
辰
夫
先
生
、
八
幡
昌
紀
先
生
、
西
川
浩
二
先
生
、
成
瀬
博
規
先
生
、
飛
奈
宏
幸
先
生
【
茶
】
4
月
 
 製
茶
工
場
の
見
学
　
茶
畑
で
茶
摘
み
　
茶
の
加
工
　
手
揉
み
紅
茶
づ
く
り
8
月
 
茶
畑
へ
の
施
肥
と
深
耕
11
月
 
茶
畑
の
う
ね
間
に
稲
わ
ら
を
敷
く
。
　
　
　
  敷
き
わ
ら
に
用
い
る
稲
わ
ら
を
束
ね
る
作
業
【
み
か
ん
】
4
月
 
み
か
ん
農
場
の
見
学
　
興
津
早
生
の
樹
の
選
定
8
月
 
 摘
果
作
業
　
マ
ル
チ
シ
ー
ト
敷
き
　
み
か
ん
果
汁
絞
り
　
糖
度
測
定
　
果
汁
は
加
工
用
に
持
ち
帰
り
冷
凍
11
月
 
 2
度
切
り
に
よ
る
収
穫
　
選
果
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
組
み
立
て
　
み
か
ん
の
箱
詰
め
 
規
格
外
の
果
実
を
持
ち
帰
り
加
工
用
に
保
存
・
茶
工
場
で
は
、
実
際
に
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
茶
に
な
る
ま
で
の
工
程
を
学
ん
だ
。
・
手
揉
み
紅
茶
を
作
っ
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、
葉
は
思
っ
た
よ
り
も
柔
ら
か
く
て
揉
み
や
す
か
っ
た
。
・
新
芽
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
く
、
手
摘
み
作
業
の
大
変
さ
を
実
感
し
た
。
・
茶
の
樹
を
見
る
の
が
初
め
て
だ
っ
た
。
・
み
か
ん
は
摘
果
や
深
耕
な
ど
適
切
な
管
理
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
収
穫
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
・
初
め
て
の
農
作
業
に
参
加
し
て
学
ん
だ
こ
と
も
多
く
達
成
感
が
あ
っ
た
。
・
ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
る
野
菜
や
果
物
も
農
家
の
皆
様
の
作
業
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。
・
敷
き
わ
ら
作
業
は
重
労
働
で
、
体
力
も
根
気
も
必
要
だ
と
感
じ
た
。
・
高
い
糖
度
の
み
か
ん
の
見
分
け
方
を
学
ん
だ
。
・
先
輩
た
ち
と
も
交
流
が
で
き
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
茶
工
場
で
の
茶
の
製
造
装
置
な
ど
を
実
際
に
見
る
機
会
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
日
本
茶
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
目
指
し
て
い
る
学
生
た
ち
に
も
よ
い
勉
強
に
な
っ
た
。
静
岡
大
学
の
農
場
で
は
大
学
で
は
実
施
で
き
な
い
実
習
を
行
い
、
さ
ら
に
和
洋
女
子
大
学
で
1
年
間
管
理
作
業
を
す
る
み
か
ん
の
樹
（
興
津
早
生
）
の
選
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
現
地
な
ら
で
は
の
実
習
内
容
と
な
っ
た
。
2
回
目
の
静
岡
で
の
実
習
は
2
～
4
年
生
の
18
名
が
参
加
し
た
の
で
、
他
学
年
と
の
交
流
も
で
き
た
。
初
日
の
み
か
ん
の
摘
果
作
業
で
は
摘
果
量
も
多
く
、
重
労
働
の
様
子
で
あ
っ
た
。
本
来
な
ら
捨
て
て
し
ま
う
摘
果
み
か
ん
を
洗
浄
し
、
健
康
栄
養
学
類
の
り
ん
ご
ジ
ャ
ム
製
造
に
使
う
た
め
に
果
汁
を
絞
る
作
業
ま
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
暑
い
中
の
大
変
な
作
業
も
あ
っ
た
が
、
学
生
た
ち
も
何
と
か
や
り
遂
げ
た
。
大
変
暑
い
中
で
の
実
習
だ
っ
た
が
、
日
影
の
風
の
心
地
よ
さ
や
、
静
岡
大
学
の
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
差
し
入
れ
の
す
い
か
の
味
に
ホ
ッ
と
で
き
た
瞬
間
も
あ
っ
た
。
み
か
ん
の
収
穫
作
業
で
は
、
天
候
に
よ
り
雨
粒
を
拭
く
と
い
う
作
業
が
プ
ラ
ス
さ
れ
た
も
の
の
、
収
穫
し
た
み
か
ん
の
選
果
作
業
か
ら
箱
詰
め
ま
で
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
茶
畑
の
敷
き
わ
ら
作
業
は
、
稲
わ
ら
を
束
ね
る
こ
と
か
ら
実
習
し
た
。
こ
の
実
習
の
た
め
に
貴
重
な
稲
わ
ら
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
学
生
た
ち
も
た
い
へ
ん
よ
い
経
験
に
な
っ
た
。
「農業体験学習事業」農業体験を通した地域連携による家政学群学生の学び（湊 他） 177
表
２
　
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
、
学
生
の
感
想
、
お
よ
び
教
員
の
コ
メ
ン
ト
（
そ
の
２
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
番
号
主
な
実
習
内
容
学
生
の
感
想
よ
り
教
員
の
コ
メ
ン
ト
4
実
習
指
導
：
齋
藤
正
貴
3/
31
 
 米
の
種
ま
き
　
プ
レ
ー
ト
に
土
を
敷
き
、
浸
水
し
た
米
を
均
等
に
蒔
き
、
水
を
や
り
、
プ
レ
ー
ト
を
温
室
に
お
く
5/
6 
 田
植
え
　
水
田
の
草
取
り
を
す
る
。
糸
を
渡
し
、
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
20
 
cm
間
隔
で
2
～
3
本
ず
つ
植
え
る
6/
9 
 草
取
り
   
水
田
の
草
取
り
　
地
中
の
つ
る
状
の
草
を
取
り
去
る
　
6/
30
 
大
豆
の
種
ま
き
　
 
 糸
を
渡
し
、
10
cm
程
度
の
穴
を
掘
り
、
米
ぬ
か
を
入
れ
、
土
を
か
ぶ
せ
、
大
豆
２
粒
を
お
き
土
で
覆
い
踏
み
固
め
る
。
暑
い
。
　
8/
10
 
 大
豆
の
草
取
り
と
土
寄
せ
　
草
を
取
り
、
苗
と
苗
の
間
の
土
を
耕
し
、
大
豆
に
土
を
寄
せ
る
　
雨
や
風
よ
け
の
た
め
。
暑
い
。
9/
7 
 稲
刈
り
　
は
さ
が
け
　
稲
を
か
ま
で
刈
り
、
束
ね
て
ひ
も
で
結
ぶ
　
結
び
目
で
ハ
の
字
に
開
き
、
は
さ
が
け
に
干
す
　
天
日
干
し
10
/1
3 
 脱
穀
　
天
日
干
し
し
た
稲
を
足
踏
み
脱
穀
機
を
用
い
て
籾
に
し
、
手
作
業
で
わ
ら
を
取
り
除
き
、
機
械
に
か
け
て
玄
米
に
す
る
。
11
/4
 
 精
米
　
大
学
内
で
精
米
器
を
用
い
て
玄
米
か
ら
や
や
胚
芽
を
残
し
た
白
米
に
す
る
。
1
人
1k
g
お
持
ち
帰
り
。
　
11
月
 
 給
食
で
試
食
　
健
康
栄
養
3
年
生
の
「
給
食
管
理
実
習
」
で
神
崎
米
を
使
っ
て
給
食
を
つ
く
る
。
実
習
指
導
：
登
坂
三
紀
夫
　
こ
れ
ま
で
の
米
栽
培
参
加
者
も
試
食
。
12
/8
 
 大
豆
の
収
穫
　
枯
れ
た
大
豆
を
根
元
で
切
り
取
り
、
足
踏
み
、
た
た
く
な
ど
し
て
手
作
業
で
脱
穀
、
手
作
業
で
の
殻
む
き
な
ど
の
地
道
な
作
業
の
継
続
。
さ
や
か
ら
出
し
て
豆
状
態
の
大
豆
に
す
る
。
12
月
 
 収
穫
し
た
大
豆
を
使
用
し
て
、
健
康
栄
養
３
年
生
の
食
品
加
工
学
実
習
で
豆
腐
を
作
る
。
実
習
指
導
：
中
島
肇
2
月
 
 収
穫
し
た
大
豆
を
使
用
し
て
、
大
豆
を
育
て
た
学
生
が
豆
腐
を
作
る
。
実
習
指
導
：
中
島
肇
米
づ
く
り
・
大
豆
づ
く
り
・
和
洋
の
田
ん
ぼ
は
広
く
大
変
だ
っ
た
が
、
友
達
や
先
生
方
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
て
有
意
義
な
一
日
と
な
っ
た
。
・
不
耕
起
栽
培
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
と
思
い
参
加
し
た
。
雑
草
が
多
く
、
虫
も
生
き
物
も
ウ
ジ
ャ
ウ
ジ
ャ
い
て
驚
い
た
。
・
自
然
の
生
き
物
に
触
れ
る
こ
と
、
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入
る
こ
と
、
お
米
を
田
植
え
の
作
業
か
ら
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
貴
重
な
体
験
。
・
５
月
に
い
た
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
カ
エ
ル
へ
と
成
長
を
し
て
い
た
。
・
自
分
た
ち
が
植
え
た
稲
は
大
き
く
育
っ
て
い
て
感
動
。
収
穫
が
楽
し
み
。
・
土
が
と
て
も
柔
ら
か
く
気
持
ち
よ
か
っ
た
。
 
・
雑
草
は
意
外
と
し
ぶ
と
く
す
べ
て
抜
く
の
に
一
苦
労
。
 手
作
業
の
大
変
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
・
だ
ん
だ
ん
と
三
角
鍬
の
力
の
入
れ
方
も
わ
か
っ
て
き
て
草
も
刈
り
や
す
か
っ
た
。
収
穫
し
た
後
の
豆
腐
作
り
も
と
て
も
楽
し
み
！
・
雨
不
足
で
田
ん
ぼ
が
心
配
だ
っ
た
が
、
稲
穂
が
垂
れ
て
、
お
米
が
び
っ
し
り
育
っ
て
い
た
の
で
安
心
し
た
。
・
全
て
手
作
業
だ
っ
た
の
で
、
刈
る
、
結
ぶ
、
掛
け
る
作
業
が
大
変
。
あ
の
作
業
を
や
っ
て
い
た
昔
の
人
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
！
・
大
変
だ
っ
た
分
、今
ま
で
以
上
に
お
米
に
愛
着
が
わ
い
た
。食
べ
る
の
が
待
ち
遠
し
い
。
・
少
人
数
で
あ
っ
た
が
分
担
し
て
、
協
力
し
て
作
業
す
る
事
が
で
き
た
の
で
達
成
感
が
あ
っ
た
。
・
天
日
干
し
し
た
稲
を
足
で
踏
む
脱
穀
機
を
使
っ
て
脱
穀
を
行
っ
た
が
、
難
し
か
っ
た
。
・
4
袋
分
く
ら
い
の
お
米
が
採
れ
た
の
に
驚
き
、
達
成
感
が
あ
っ
た
。
試
食
が
楽
し
み
!
・
枝
豆
は
産
毛
が
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
て
く
る
も
の
よ
り
も
と
て
も
ふ
さ
ふ
さ
し
て
い
た
。
茹
で
て
食
べ
た
ら
甘
み
が
あ
り
お
い
し
か
っ
た
。
豆
腐
づ
く
り
・
大
豆
の
種
ま
き
か
ら
豆
腐
づ
く
り
ま
で
の
全
て
の
行
程
を
体
験
で
き
た
の
は
良
い
経
験
だ
っ
た
。
・
難
し
い
所
も
あ
っ
た
が
、
楽
し
く
製
造
が
出
来
た
。
米
づ
く
り
、
大
豆
づ
く
り
学
生
は
、
日
常
か
ら
離
れ
た
環
境
で
、
自
然
の
中
で
の
動
植
物
の
成
長
や
気
候
・
環
境
な
ど
を
体
感
し
な
が
ら
作
業
を
行
い
、
新
し
い
発
見
や
感
動
を
得
て
い
た
。
次
の
作
業
や
収
穫
が
楽
し
み
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
多
く
、
1
度
だ
け
の
体
験
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
課
題
だ
っ
た
「
継
続
性
」
も
体
験
し
て
い
た
。
今
年
度
は
１
年
間
を
通
し
て
参
加
し
た
学
生
が
7
名
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
学
生
も
い
た
。
卒
業
後
も
継
続
し
た
い
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
、
米
づ
く
り
を
体
験
す
る
3
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
卒
業
後
の
仕
事
や
家
庭
生
活
、
お
そ
ら
く
将
来
の
子
育
て
場
面
な
ど
に
も
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
2
月
豆
腐
づ
く
り
12
月
の
実
験
実
習
で
使
用
し
た
大
豆
と
状
態
が
異
な
っ
て
お
り
、
豆
乳
の
ブ
リ
ッ
ク
ス
値
が
今
回
の
小
規
模
製
造
で
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
凝
固
剤
の
量
の
調
整
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
学
生
は
指
示
に
従
っ
て
柔
軟
に
対
応
し
た
。
農
産
物
は
工
業
製
品
と
違
っ
て
規
格
化
し
に
く
い
こ
と
を
間
接
的
に
で
も
理
解
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
5
≪
6
月
の
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
≫
市
川
市
農
政
課
、
鈴
木
農
園
の
鈴
木
さ
ん
、
農
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
指
導
の
下
、
苗
植
え
農
作
業
を
経
験
し
た
。
農
政
課
の
方
や
鈴
木
さ
ん
か
ら
市
川
市
の
農
業
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
の
話
を
伺
い
農
業
体
験
に
取
り
組
む
意
欲
を
高
め
た
。
≪
草
取
り
≫
２
回
に
わ
た
り
、
鈴
木
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
草
取
り
作
業
を
行
う
。
草
取
り
作
業
の
目
的
な
ど
も
お
話
い
た
だ
き
、
農
作
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
。
 ≪
9
月
収
穫
≫
芋
ほ
り
に
み
え
る
一
般
の
方
々
の
た
め
の
準
備
や
、
テ
ン
ト
設
営
の
手
伝
い
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
一
緒
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
行
っ
た
。
芋
ほ
り
作
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
芋
ほ
り
に
参
加
し
た
市
民
の
方
々
に
学
生
が
考
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
レ
シ
ピ
を
配
付
。
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。
・
苗
植
え
か
ら
参
加
し
て
、
さ
つ
ま
い
も
が
食
べ
ら
れ
る
状
態
に
な
る
ま
で
に
は
大
変
な
苦
労
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
。
・
食
べ
物
は
大
切
に
し
よ
う
と
実
感
で
き
る
体
験
で
あ
っ
た
。
・
苗
植
え
で
は
一
面
土
の
畑
が
、
緑
の
葉
で
生
い
茂
っ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ
の
成
長
に
感
動
し
た
。
・
今
年
は
雨
が
少
な
く
茎
（
芋
）
が
土
中
の
水
分
を
求
め
て
伸
び
る
こ
と
で
昨
年
よ
り
大
き
い
さ
つ
ま
い
も
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
・
収
穫
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
普
段
幅
広
い
年
齢
の
方
々
と
関
わ
る
機
会
が
な
い
の
で
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
。
・
目
を
輝
か
せ
て
い
る
子
供
た
ち
と
収
穫
作
業
を
し
て
自
然
に
触
れ
る
楽
し
さ
を
感
じ
た
。
・
私
た
ち
の
レ
シ
ピ
を
多
く
の
方
に
受
け
と
っ
て
い
た
だ
き
、「
毎
回
楽
し
み
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。
・
い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
し
て
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
今
年
度
で
2
年
目
と
な
り
、
農
政
課
、
農
家
の
鈴
木
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
こ
の
活
動
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
昨
年
に
比
べ
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
が
で
き
た
。
新
た
に
1
年
生
も
参
加
し
、
学
生
た
ち
は
、
作
物
が
育
つ
生
命
力
、
そ
れ
を
支
え
る
人
間
の
知
恵
や
工
夫
、
作
業
の
大
変
さ
な
ど
を
体
験
し
た
こ
と
で
食
べ
物
へ
の
感
謝
の
思
い
や
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
さ
つ
ま
い
も
レ
シ
ピ
を
作
り
市
民
の
方
や
学
園
祭
で
の
配
付
を
し
た
。
市
民
の
方
々
か
ら
の
反
応
も
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
励
み
に
な
っ
た
と
感
じ
た
。
来
年
度
は
再
び
さ
つ
ま
い
も
ス
イ
ー
ツ
を
考
案
し
、
市
内
業
者
と
の
提
携
で
商
品
化
を
目
指
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
6
平
成
24
年
度
さ
つ
ま
い
も
ス
イ
ー
ツ
開
発
5
月
19
日
…
作
業
説
明
会
・
芋
苗
植
付
け
6
月
2
日
・
6
月
16
日
・
7
月
7
日
…
草
取
り
6
月
30
日
…
レ
シ
ピ
（
案
）
提
出
7
月
27
日
…
ス
イ
ー
ツ
検
討
会
8
月
7
～
9
日
…
試
作
9
月
21
日
…
里
見
祭
参
加
計
画
書
提
出
（
細
菌
検
査
）
9
月
23
日
・
10
月
13
日
・
10
月
14
日
…
収
穫
10
月
23
日
…
販
売
方
法
最
終
確
認
11
月
2
日
…
ス
イ
ー
ツ
調
理
準
備
11
月
3
～
4
日
…
ス
イ
ー
ツ
販
売
11
月
5
日
…
後
片
付
け
11
月
30
日
…
会
計
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
頭
で
考
え
た
だ
け
の
レ
シ
ピ
か
ら
、
商
品
に
で
き
る
レ
シ
ピ
に
す
る
の
に
苦
労
し
た
。
・
試
作
で
作
り
易
い
分
量
か
ら
、
一
個
当
り
の
食
材
料
の
量
を
計
算
す
る
こ
と
が
大
変
だ
っ
た
。
・
試
作
の
時
点
か
ら
練
習
し
て
い
た
の
で
、
当
日
は
上
手
に
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
実
感
し
た
。
上
達
が
嬉
し
か
っ
た
。
・
何
度
も
試
作
を
し
て
、
丁
度
良
い
と
思
う
レ
シ
ピ
に
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
・
今
回
の
作
業
に
携
わ
る
こ
と
で
、
学
年
の
異
な
る
人
と
仲
良
く
な
れ
て
良
か
っ
た
。
・
上
級
生
は
す
ご
い
な
、
と
思
っ
た
。
・
商
品
が
完
売
し
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
「
美
味
し
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
の
が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
栽
培
か
ら
関
わ
っ
た
こ
と
で
、
さ
つ
ま
芋
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
自
分
達
が
育
て
た
さ
つ
ま
芋
を
、
よ
り
美
味
し
く
し
た
い
と
い
う
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
思
う
。
レ
シ
ピ
応
募
数
は
17
品
、「
実
際
に
販
売
可
能
な
物
」
を
基
準
で
１
０
品
に
絞
り
込
ん
だ
が
、
自
分
の
レ
シ
ピ
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
学
生
も
、
採
用
さ
れ
た
ス
イ
ー
ツ
の
作
成
を
積
極
的
に
手
伝
っ
て
い
た
。
日
を
追
う
ご
と
に
連
帯
感
が
増
し
、
お
互
い
を
助
け
合
う
気
持
ち
が
芽
生
え
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
１
～
３
年
生
が
お
互
い
を
認
め
合
い
、
年
齢
の
異
な
る
人
と
の
付
き
合
い
が
で
き
た
の
も
、
学
生
に
と
っ
て
は
良
か
っ
た
と
思
う
。
商
品
販
売
と
い
う
点
で
は
、
衛
生
面
の
重
視
や
原
材
料
費
と
単
価
計
算
の
重
要
性
な
ど
を
学
習
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
打
ち
合
わ
せ
会
参
加
や
他
メ
ン
バ
ー
へ
の
連
絡
を
期
に
、
代
表
者
と
な
っ
た
２
年
生
２
名
は
、
そ
れ
ま
で
表
面
化
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
見
出
す
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
対
応
で
は
、
初
対
面
の
人
に
自
分
達
の
行
動
を
わ
か
り
易
く
伝
え
る
方
法
な
ど
を
考
え
さ
せ
る
機
会
に
も
な
っ
た
。
そ
の
他
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
・
ロ
ゴ
作
成
・
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
・
ネ
ー
ミ
ン
グ
・
ポ
ス
タ
ー
作
成
・
接
客
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
得
意
分
野
を
活
か
し
、
協
力
し
な
が
ら
終
了
で
き
た
こ
と
が
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
何
よ
り
の
収
穫
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
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表
２
　
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
、
学
生
の
感
想
、
お
よ
び
教
員
の
コ
メ
ン
ト
（
そ
の
３
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
番
号
主
な
実
習
内
容
学
生
の
感
想
よ
り
教
員
の
コ
メ
ン
ト
7
市
川
市
の
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
テ
ィ
い
ち
か
わ
」
の
活
動
に
協
働
し
て
、
学
内
外
で
花
づ
く
り
、
交
流
活
動
を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
学
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
で
の
呼
び
か
け
と
わ
よ
ボ
ラ
で
の
活
動
希
望
者
で
あ
る
。
市
川
市
か
ら
花
の
種
の
提
供
を
受
け
、
春
、
秋
の
２
シ
ー
ズ
ン
で
学
内
の
花
壇
で
花
づ
く
り
作
業
を
行
っ
た
。
春（
5
月
～
9
月
）は
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
、ミ
ニ
ひ
ま
わ
り
、マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
、
秋
（
10
月
～
3
月
）
は
パ
ン
ジ
ー
、
ク
リ
サ
ン
セ
マ
ム
を
育
て
た
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
4
月
に
前
年
度
か
ら
育
て
て
い
た
パ
ン
ジ
ー
を
ポ
ッ
ト
に
植
え
替
え
て
市
川
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
」
の
会
場
で
展
示
ブ
ー
ス
開
設
と
と
も
に
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
た
。
5
月
に
春
の
部
の
種
ま
き
（
育
苗
ト
レ
イ
で
室
内
管
理
）
を
し
、
苗
を
育
て
て
い
る
間
（
6
月
）
に
花
壇
の
拡
張
作
業
、
7
月
に
花
壇
へ
移
植
し
た
。
9
月
に
は
市
川
市
の
健
康
都
市
推
進
講
座
の
1
講
座
で
の
「
寄
せ
植
え
体
験
」
に
参
加
。
秋
の
部
の
種
ま
き
は
10
月
に
行
い
、
12
月
に
花
壇
へ
の
移
植
を
行
っ
た
。
春
の
部
、
秋
の
部
と
も
に
屋
内
外
で
の
水
遣
り
作
業
を
担
当
を
決
め
て
行
い
、
花
苗
の
成
長
の
記
録
を
写
真
に
撮
っ
た
。
・
花
づ
く
り
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
・
水
や
り
や
花
壇
づ
く
り
、
植
え
替
え
な
ど
の
作
業
は
暑
か
っ
た
り
、
寒
か
っ
た
り
、
自
然
を
相
手
の
取
り
組
み
に
苦
労
を
し
た
が
、
花
の
成
長
に
癒
さ
れ
た
。
・
台
風
や
大
雨
、
強
風
に
よ
っ
て
の
被
害
は
残
念
だ
っ
た
。
・
イ
ベ
ン
ト
で
配
布
し
た
花
苗
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
育
つ
と
思
う
と
嬉
し
か
っ
た
。
市
川
市
の
活
動
に
協
働
し
て
、
学
生
と
と
も
に
参
加
し
、「
街
に
花
を
、
人
に
笑
顔
を
」
の
活
動
が
展
開
で
き
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
。
花
壇
は
美
し
く
咲
い
た
時
期
は
学
内
も
明
る
く
な
っ
た
。
学
生
は
、
活
動
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
り
つ
つ
、
作
業
の
意
味
や
繋
が
り
を
一
貫
し
て
体
験
で
き
る
と
よ
か
っ
た
が
、
地
道
に
花
壇
の
管
理
に
明
け
暮
れ
た
印
象
が
強
か
っ
た
。
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
を
目
指
し
、
学
生
は
地
域
と
の
繋
が
り
を
感
じ
な
が
ら
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
継
続
し
た
い
。
8
１
．
 平
成
24
年
度
制
作
者
に
よ
る
農
作
業
服
へ
の
取
り
組
み
と
着
装
評
価
：
・
平
成
24
年
度
制
作
者
10
名
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
の
解
説
と
制
作
・
完
成
ま
で
の
取
り
組
み
を
聞
い
た
。
・
 農
作
業
服
に
求
め
ら
れ
て
い
る
機
能
性
や
デ
ザ
イ
ン
性
を
考
え
た
。
・
 農
業
服
の「
衣
環
境
テ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」を
作
成
し
、サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
付
け
、草
と
り
、
収
穫
作
業
時
に
着
用
評
価
を
実
施
し
た
。
２
．
 平
成
25
年
農
業
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
画
募
集
：
・
 前
年
の
市
川
市
の
農
業
関
係
及
び
農
業
体
験
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
解
説
・
前
年
度
制
作
者
に
よ
る
苗
付
け
作
業
時
の
着
用
感
発
表
　
苗
付
け
体
験
を
通
し
て
の
農
作
業
服
へ
の
要
望
や
課
題
の
発
表
・
 今
年
度
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
20
代
女
性
の
た
め
に
、
農
業
に
お
け
る
機
能
性
を
備
え
、
豊
か
で
健
康
な
作
業
服
」
の
取
り
組
み
の
理
解
・
農
業
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
画
の
作
成
上
の
要
件
説
明
　
 ＜
A
4
版
ケ
ン
ト
紙
に
彩
色
し
、
着
用
場
面
、
コ
ン
セ
プ
ト
、
素
材
、
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
明
記
＞
３
．
 第
１
回
勉
強
会
：「
カ
ッ
コ
イ
イ
デ
ザ
イ
ン
で
機
能
性
を
備
え
た
作
業
服
」の
パ
タ
ー
ン
、
ゆ
と
り
量
、
縫
い
方
、
縫
い
代
の
処
理
、
ス
テ
ッ
チ
の
入
れ
方
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
作
り
方
、
伸
縮
性
の
あ
る
生
地
の
扱
い
等
に
つ
い
て
勉
強
。
４
．
 第
２
回
勉
強
会
：
運
動
に
伴
う
皮
膚
の
伸
び
や
ず
れ
、
運
動
機
能
を
配
慮
し
た
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
勉
強
。
　
　
 市
販
の
各
種
作
業
服
を
着
用
し
、
現
状
を
観
察
し
た
。
５
．
 選
考
：
応
募
さ
れ
た
20
点
の
デ
ザ
イ
ン
画
か
ら
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
デ
ザ
イ
ン
画
を
照
ら
し
合
わ
せ
機
能
性
と
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た
、
農
作
業
服
５
点
を
選
出
し
、
大
学
祭
で
展
示
し
た
。
６
．
 製
作
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
分
け
：
１
作
品
に
つ
き
３
～
５
名
、
作
品
に
関
わ
っ
て
パ
タ
ー
ン
・
素
材
・
縫
製
の
学
生
を
募
集
。
　
　
 3
年
生
4
名
、
2
年
生
15
名
、
合
計
19
名
の
学
生
が
製
作
を
申
し
出
た
。
・
 型
紙
作
成
、
試
作
用
シ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
仮
縫
い
、
試
作
テ
ェ
ッ
ク
後
、
使
用
材
料
の
選
定
を
行
い
実
物
制
作
に
取
り
組
ん
だ
。
・
 縫
製
方
法
、ポ
ケ
ッ
ト
位
置
や
大
き
さ
、付
属
品
の
付
け
方
等
の
指
導
や
点
検
を
受
け
、
改
善
を
行
い
、
農
作
業
服
を
完
成
さ
せ
た
。
７
．
 完
成
・
発
表
：
２
月
26
日
「
農
業
体
験
報
告
会
」 
 に
お
い
て
、
完
成
作
品
を
着
装
発
表
。
　
　
 デ
ザ
イ
ン
画
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
、
工
夫
し
た
点
、
素
材
な
ど
の
特
徴
を
ポ
ス
タ
ー
発
表
。
　
　
　
・
農
協
の
女
性
か
ら
、
実
際
に
農
業
家
に
嫁
い
だ
方
が
泥
ん
こ
に
な
る
の
が
嫌
だ
と
い
う
人
が
多
く
こ
う
い
う
服
が
あ
る
と
喜
ぶ
と
思
う
と
い
う
お
話
と
、
こ
の
服
を
ぜ
ひ
欲
し
い
と
い
う
お
言
葉
を
頂
き
感
動
し
た
。
・
農
家
さ
ん
か
ら
色
々
な
お
話
も
聞
け
て
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
・
私
た
ち
の
作
業
着
は
、
男
性
で
も
使
え
そ
う
と
い
う
貴
重
な
ご
意
見
と
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
き
嬉
し
か
っ
た
。
・
製
図
か
ら
シ
ー
チ
ン
グ
で
の
補
正
の
仕
方
、
縫
製
方
法
な
ど
初
め
て
学
ぶ
事
が
多
く
、
と
て
も
為
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
作
業
服
の
製
作
に
関
わ
り
デ
ザ
イ
ン
通
り
に
作
品
を
製
作
す
る
難
し
さ
を
感
じ
た
。
・
こ
れ
ま
で
は
ブ
ラ
ウ
ス
や
ス
カ
ー
ト
な
ど
で
基
礎
を
学
ん
だ
が
、
今
回
は
実
際
に
作
業
を
す
る
こ
と
を
考
え
て
製
作
す
る
た
め
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
・
作
業
服
と
い
う
こ
と
で
動
き
や
す
さ
や
作
業
中
の
快
適
さ
を
も
と
め
る
た
め
の
工
夫
も
必
要
で
あ
っ
た
。
・
デ
ザ
イ
ン
通
り
の
作
品
を
製
作
す
る
だ
け
で
も
難
し
い
が
、
機
能
性
を
考
え
て
思
い
通
り
の
作
品
を
作
る
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
か
学
ん
だ
。
・
縫
製
の
技
術
も
新
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
既
製
服
に
近
い
も
の
を
製
作
す
る
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
・
発
表
に
つ
い
て
は
何
度
も
練
習
し
た
の
で
、
突
然
の
変
更
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
出
来
た
。
・
各
班
の
発
表
の
練
習
も
聞
い
て
い
た
の
で
、
交
流
会
の
時
に
自
分
の
班
以
外
の
説
明
も
出
来
た
。
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
は
、
今
後
社
会
に
出
た
と
き
も
必
ず
あ
る
の
で
、
た
く
さ
ん
練
習
が
出
来
て
良
か
っ
た
。
・
発
表
の
際
は
、
原
稿
を
読
む
重
要
な
役
割
に
分
担
さ
れ
て
非
常
に
緊
張
し
た
が
、
会
場
の
皆
様
が
真
剣
に
聞
い
て
く
だ
さ
っ
て
、
や
っ
て
き
て
良
か
っ
た
な
と
い
う
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
・
発
表
に
際
し
て
、
1
年
間
の
取
り
組
み
を
纏
め
て
み
る
と
「
自
分
た
ち
は
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て
き
た
の
だ
。
そ
し
て
、
技
術
的
に
も
精
神
的
に
も
大
き
く
成
長
し
た
の
だ
。」
と
い
う
実
感
が
湧
き
上
が
っ
て
き
た
。
・
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
自
分
の
た
め
で
は
な
い
、
誰
か
の
た
め
」
と
い
う
視
点
で
物
事
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
。
・
制
作
し
た
作
業
服
を
着
用
す
る
人
の
た
め
、
発
表
を
聞
い
て
く
だ
さ
る
方
々
の
た
め
、
一
緒
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛
り
上
げ
て
き
た
先
生
や
仲
間
の
た
め
、
多
く
の
こ
と
を
考
え
、
判
断
し
、
行
動
し
、
普
段
の
授
業
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
沢
山
教
え
て
頂
い
た
。
・
自
分
だ
け
で
な
く
、
先
生
や
チ
ー
ム
の
仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
出
来
た
こ
と
で
も
あ
り
、
仲
間
の
存
在
を
大
切
に
思
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
・
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
仲
間
を
誇
り
に
思
う
し
、
私
自
身
何
か
一
つ
の
物
事
に
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
も
な
か
っ
た
た
め
、
や
り
遂
げ
ら
れ
た
と
い
う
達
成
感
と
共
に
、
自
分
へ
の
自
信
に
も
繋
が
る
体
験
が
で
き
た
。
市
川
市
経
済
部
農
政
課
や
農
家
の
方
々
、
健
康
栄
養
学
類
と
生
活
環
境
学
類
の
農
業
体
験
学
習
に
参
加
さ
れ
て
い
る
先
生
方
と
学
生
の
皆
様
の
農
作
業
体
験
を
通
し
て
の
農
作
業
服
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
担
当
の
先
生
方
と
の
意
見
交
換
会
は
、
農
作
業
服
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
上
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
学
生
は
服
飾
造
形
学
類
で
学
ん
で
き
た
デ
ザ
イ
ン
や
パ
タ
ー
ン
へ
の
展
開
、
縫
製
技
術
等
を
応
用
し
て
、
一
生
懸
命
に
作
品
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
農
業
の
地
味
な
イ
メ
ー
ジ
を
一
掃
し
て
く
れ
る
様
な
鮮
や
か
な
色
の
作
品
が
多
く
、
斬
新
で
あ
り
、
衣
服
を
普
段
と
違
う
視
点
で
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
平
成
24
年
度
の
農
業
服
製
作
者
4
名
が
実
際
に
製
作
し
た
農
作
業
服
を
着
て
、
市
川
農
業
体
験
で
さ
つ
ま
い
も
苗
付
け
、
草
取
り
、
収
穫
ま
で
一
連
の
作
業
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
着
装
評
価
ま
で
行
な
っ
た
こ
と
は
、
本
人
自
身
に
と
っ
て
、「
誰
が
ど
の
よ
う
な
も
の
を
求
め
て
い
る
の
か
」
を
考
え
る
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
平
成
25
年
度
の
参
加
学
生
に
と
っ
て
、
直
接
先
輩
か
ら
課
題
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
農
作
業
服
と
し
て
の
必
要
な
こ
と
を
よ
り
具
体
的
に
把
握
で
き
、
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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報告会と外部評価
表３に、平成26年２月に実施した本プログラムのまとめの報告会の内容を示した。これまでに連携し
た地域、生産農家の皆様、指導いただいた静岡大学、千葉大学の教職員の皆様にも参加いただき、それぞ
れの活動について代表の学生が活動内容や感想をポスター前で発表した。また、「農業ファッションプロ
ジェクト」では平成25年度に入選したデザイン画を元に作成した5作品を学生が着装し、デザイン・制作
担当の学生が服の機能性やファッション性についてグループの意図を説明した。その後、収穫物を利用し
た「ごはん」「豆腐」「りんごジャム」「いもどら（さつまいもスイーツ）」の試食が行われ、学生も交えて
交流会が行われ、外部参加者や教員と学生との交流が行われた。最後に和洋女子大学の「農業体験プロジェ
クト」について外部参加者と学内教員との意見交換会が行われた。
学生は、他のプログラムに参加した学生や学内教職員、外部参加者に自分たちの取り組みを発表したこ
とや、交流会時に様々な人たちから質問や感想をもらえたことなどが「嬉しい体験」となり、自分たちが
取り組んできた活動全体を通して、達成感、満足感などを得ていた。報告会に参加した後に、「自信がついた」
「プログラムに参加してよかった」などの感想もあり、人前でプレゼンテーションすることや自分の考え
を参加者と交流しながら説明する体験が自分の中での総括にも繋がり、学生にとってよい経験となってい
た。
意見交換会での外部参加者の評価では、女子大学で実践されたこのプログラムについて、女子学生が実
平成 23～25 年度 和洋女子大学教育振興支援助成 
農業体験学習（プロジェクトリンク型授業の展開）報告会  
平成 26 年 2 月 26 日（水） 13 時～16 時 南館 16 階第 1会議室 
 
司会：湊久美子       
１．学長挨拶  岸田宏司 学長 13:00～             
 
２．出席者紹介  
  静岡大学農学部 地域フィールド科学教育研究センター 森田明雄教授 
  千葉大学 環境健康フィールド科学センター 小原均准教授 村田義宏技術専門員 
  長野県立科町 農林課 小平春幸氏 上前知洋氏 
         農園 荻原秀幸氏 依田賢一氏 
         立科白樺高原ユースホステル所長 寺島真氏 
  千葉県神崎町 日本自給教室代表 齋藤正貴氏 本学客員講師 
  千葉県市川市 健康都市・ガーデニング推進課 伊藤幸仁氏 奥村洋介氏 
農政課 川野修一氏 寺門義信氏 
JA いちかわ経済部 中條梓氏  
菓子製造販売店「島村」高橋氏 
 
３．プログラムの概要  中島明子 家政学群長 
 
４．活動の状況報告   湊久美子 プログラム代表 
 
５．学生による活動報告（ポスター発表） 13:30～ 
生活環境学類 「生活環境実習Ⅱ」 静岡大学・千葉県内での取り組み 
健康栄養学類 「体験学習（農業体験）」長野県立科町での取り組み 
健康栄養学類 「卒業論文」千葉大学での取り組み 
千葉県市川市での取り組み 「サツマイモの栽培とサツマイモスイーツ作り」 
             「ガーデニングわよう」 
千葉県神崎町での取り組み 「米と大豆の栽培」 
服飾造形学類 農業ファッション制作の取り組み 
 
休憩  ＜ごはん・豆腐・りんごジャム・さつまいもスイーツ（いもどら）の試食＞ 
 
６．意見交換  14:40～  司会：本三保子准教授・岡本由希准教授 
    
７．閉会挨拶  藤澤由美子 健康栄養学類長   15:50 
 
 
表３　家政学群農業体験報告会のプログラム
写真 13　報告会の様子　学生による発表
写真 14　農業ファッションのデザイン画と着装
　　　　 発表（報告会にて）
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習の現場で真面目に熱心に取り組んだことについて高評価を受けた。さらに、農作物の栽培の手伝いに留
まらず、消費者向けのレシピ開発、加工食品の開発・製品化や学内の給食実習や食品加工学実習への作物
の利用など、収穫物の利用に取り組んだことについても高い評価が得られた。さらに、生産農家や女性
JA職員の方からは「農業ファッション」について「農業に従事している女性が喜びそう」「販売してほし
い」という意見もあり、農業ファッション制作の企画そのものにも高い興味が示された。よい評価の一方
で、このようなプログラムの運営を支えるマンパワーや組織の問題については、今後のプログラムの維持
にも関わる課題であることが指摘された。学生が熱心に活動することは大変よいことではあるが、地域と
学生を繋ぐ役は教員が担うことになり、農業に関する専門教員が不在である本学の家政学群では、誰が担
当しても負担が大きいことになる。特に授業以外のプログラムの維持は教員個人のモチベーションに負う
ところも大きく今後の課題である。
まとめ
平成23年度から同25年度に実施した「教育振興支援助成による農業体験学習事業（プロジェクトリン
ク型授業の展開）」、通称「家政学群農業体験プロジェクト」では、農業体験を媒介として家政学群学生の
学士力の向上を目指し、学生が実際の体験学習を通してPDCAサイクルを実践し、「実践力」「判断力」「コ
ミュニケーション能力」「連携力」など家政学を学ぶ上で必要な能力を向上させた。
実際の学外農場での農作業や農作物の栽培（さつまいも、みかん、茶、レタス、長いも、白菜、米、大豆）、
学内での花（サルビア、マリーゴールド、ミニひまわり、パンジー、ビオラ、マーガレット、ブルーサル
ビア）の栽培だけでなく、農作物を用いた消費者のためのレシピ開発（さつまいも、長いも、レタス、白菜）、
さつまいもスイーツ開発（作成、販売）、りんごジャムづくり（製品作成、販売）などを学生が主体となっ
て実践した他、学内実習授業での米や大豆の利用（米飯給食、豆腐づくり）にも繋げた。また、「農業ファッ
ションプロジェクト」では、学生が農業をする女性のための機能的でファッショナブルな作業服をデザイ
ン、制作し、様々なところから反響を得た。学生は、これらの活動について里見祭で展示発表や加工食品
の販売を行い、最終報告会では学内外の参加者に向けて自分たちの体験についてプレゼンテーションした。
以上のような活動から、学生は「達成感」「自己効力感」「協力・協調」「喜び」などを感じ、人間力を向
上させた。これらの学びは、本学の教育理念である「人を支える『心』と『技術』を持って行動する女性
を育てる」学びのプログラムの１つとして有効であったと考える。
おわりに
以上のような学びの活動については、女子大学生が農作業を行うという話題性や「農業ファッション」
という他に例のない取り組みということもあって新聞記事やケーブルテレビなどに複数回取り上げられ
た。また、農林水産省、千葉県、他大学から活動内容や運営方法などに関する問い合わせや、地域の女性
農業団体からの講演依頼や大学見学などもあった。このような反響があったことは学生にも教員にもよい
刺激となったが、今後の活動については未定の部分も多い。
平成26年度は以下の４つのプログラムが展開されている。健康栄養学類の体験学習（農業体験）では、
実習場所を遠方の長野県から地元の市川市に移して「梨」の実習を始めた。卒業論文課題の「りんごジャ
ム」づくりと、家政福祉学類（25年度までは生活環境学類）の静岡での「みかんと茶」と千葉での「じゃ
がいもとさつまいもの収穫」の実習についてはこれまで通り継続している。さらに25年度までは自主活
動であった「ガーデニングわよう」を、家政学群共通科目に新しく設置した授業科目「地域生活創造演習」
「農業体験学習事業」農業体験を通した地域連携による家政学群学生の学び（湊 他） 181
の中で実習している。この科目では、花づくりに限定せず、地域と交流する学びプログラムを様々展開し
ていく予定である。また、「さつまいもの栽培とさつまいもスイーツ開発」は唯一の自主活動として継続
している。市川市内の老舗菓子店の協力を得て、これまでに学生が考案したさつまいも餡のどらやきを「わ
よどら」として製品化し、平成26年7月より市販した。また、新しいさつまいもスイーツの開発は卒業論
文課題としても取り組んでいる。今後は、地域の要請や学生の希望に沿いながらも授業科目での活動を中
心に継続し、本プログラムで蓄積してきた学生の学びの成果を次の教育活動に繋げていきたいと考える。
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